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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、2022年２月25日開催の当社取締役会において、当社の普通株式の併合を目的とする、2022年３月25日開催予

定の定時株主総会を招集することを決議し、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令

第19条第２項第４号の４の規定に基づき、2022年２月25日付で臨時報告書を提出しておりますが、2022年３月15日、新

潟県中小企業再生支援協議会が関与する当社の私的整理手続において、当社が策定し、2022年１月26日に当社の取引金

融機関（個別に又は総称して以下「本対象債権者」といいます。）に対して提示した当社の再生計画案が本対象債権者

全員の同意により成立したことに伴い、これに関する事項を訂正するため、金融商品取引法第24条の５第５項により準

用される同法第７条第１項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

（１）本株式併合の目的

オ.　本対象債権者との協議について

キ.　本第三者割当及び本子会社化取引に関する留意事項

 

３【訂正内容】

　訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

（１）本株式併合の目的

オ.　本対象債権者との協議について

（訂正前）

＜前略＞

　その後、当社は本対象債権者との間で協議を重ね、本第三者割当の実施を内容とする当社の事業再生計画案（以下

「本再生計画案」といいます。）を策定し、2022年１月26日の債権者会議において、本再生計画案の提示を行いまし

た。当社の2021年11月30日時点の借入金残高は合計8,770,800千円であるところ、本再生計画案において、当社は、

（ⅰ）本Ｂ種種類株式第三者割当により調達した資金による第四北越銀行に対する既存借入金債務1,500,000千円の

弁済、（ⅱ）本対象債権者に対する既存借入金5,830,800千円についての借換え又は条件変更による１年９か月間の

元本返済の猶予及びその後15年間での分割返済とする金融支援（うち4,216,114千円についてはシンジケートローン

の方法による借換え）、並びに（ⅲ）本対象債権者に対する既存借入金1,440,000千円（劣後ローン）についての返

済条件の維持を要請しております。今後、本再生計画案について、本対象債権者に説明を尽くしてご理解をいただ

き、本対象債権者から本再生計画案に同意いただくことで、本再生計画案の成立を目指してまいります。

　なお、本再生計画案は、本対象債権者全ての同意により成立するものであり、本第三者割当は、本再生計画案の成

立を条件としています。

 

（訂正後）

＜前略＞

　その後、当社は本対象債権者との間で協議を重ね、本第三者割当の実施を内容とする当社の事業再生計画案（以下

「本再生計画案」といいます。）を策定し、2022年１月26日の債権者会議において、本再生計画案の提示を行いまし

た。当社の2021年11月30日時点の借入金残高は合計8,770,800千円であるところ、本再生計画案において、当社は、

（ⅰ）本Ｂ種種類株式第三者割当により調達した資金による第四北越銀行に対する既存借入金債務1,500,000千円の

弁済、（ⅱ）本対象債権者に対する既存借入金5,830,800千円についての借換え又は条件変更による１年９か月間の

元本返済の猶予及びその後15年間での分割返済とする金融支援（うち4,216,114千円についてはシンジケートローン

の方法による借換え）、並びに（ⅲ）本対象債権者に対する既存借入金1,440,000千円（劣後ローン）についての返

済条件の維持を要請しております。

　なお、本再生計画案は、本対象債権者全ての同意により成立するものであり、本第三者割当は、本再生計画案の成

立を条件としているところ、2022年３月15日、本対象債権者全ての同意により本再生計画案が成立いたしました。

 

キ.　本第三者割当及び本子会社化取引に関する留意事項

（訂正前）

　上記のとおり、当社は継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在すると認識せざるを得

ない状況となっており、本再生計画案が成立しない場合本定時株主総会で本第三者割当及び本子会社化取引に係る議

案のご承認がいただけない場合、又は、みちのりホールディングスと締結した本出資契約（みちのりホールディング

ス）に定めるみちのりホールディングス第三者割当及び本子会社化取引の実施の前提条件が充足されない場合に、み

ちのりホールディングスからのスポンサー支援及び第四北越銀行による本Ｂ種種類株式の引受けの実施の合意等をい

ただけないときには、当社の事業の継続は極めて困難になる可能性があります。

 

（訂正後）
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　上記のとおり、当社は継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在すると認識せざるを得

ない状況となっており、本定時株主総会で本第三者割当及び本子会社化取引に係る議案のご承認がいただけない場

合、又は、みちのりホールディングスと締結した本出資契約（みちのりホールディングス）に定めるみちのりホール

ディングス第三者割当及び本子会社化取引の実施の前提条件が充足されない場合に、みちのりホールディングスから

のスポンサー支援及び第四北越銀行による本Ｂ種種類株式の引受けの実施の合意等をいただけないときには、当社の

事業の継続は極めて困難になる可能性があります。なお、みちのりホールディングス第三者割当及び本子会社化取引

は、本再生計画案の成立を条件の一つとしているところ、2022年３月15日、本対象債権者全ての同意により本再生計

画案が成立いたしました。

 

以　上
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